
ファーネストラッカー
非クエンチプロセスにおけ
るチューブ焼鈍と均質化用
回転蒸発耐熱ケース
ユーザーガイド

テストピースと熱電対の準備

1  各熱電対を受けるためにチューブから所要数量のセ
クションをカットアウトします（A）。熱電対先端

（B）とそれをクランプする隣接ボルト
（C）を受けるために各テストセクショ
ンに穴をドリルします。熱電対の長さは
チューブの端からテストセクションまで
の距離と耐熱ケースの長さとの和に等
しいべきです。熱電対を引き通しテスト
セクションに固定します。

2  熱電対を引き戻しテストセクションを適所に溶接
します。

耐熱ケースとデータロガーのセットアップ

1  新しい温度プロファイル実行のためにデータロガーをリセットし（ロガーの「ユーザ
ーマニュアル」参照）ロガーに熱電対を挿入します（D、E）。スタートボタンでロ

ガーをスタートします（時間又は温度ト
リガがロガーリセット時に選択されてい
ない限り）。可能な限り耐熱ケースにロ
ガーを押し込み、耐熱ケースの蓋とロガ
ー間のギャップを埋めるために適量の
耐熱繊維ブランケットを詰め込みます
（F）。
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2  耐熱ケース蓋の固定スタッドに若干の Molykote（モリコート）高温焼付け防
止銅グリスを塗布します。耐熱ケースの面において熱電対を 90°曲げてから

（G）、蓋を取り付けて蓋の出口スロット内に熱電対を曲げ上げます（H）。図示の
ようにナットを取り付
けます。ナットの研磨
面を有する端は蓋に向
かわなければなりませ
ん（I）。ナットを締めす
ぎないでください。
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耐熱ケースのチェックと注水

1  各実行前に、平らな面に沿って耐熱ケースをロールし、その内部メカニズムが
自由に回転できることを確認します（J）。耐熱ケースが回転しながら、中央フィ

ラーパイプは主に静止しているべき
です。フィラーパイプが耐熱ケースと
一緒に回転したら、メンテナンスの
ために耐熱ケースをすぐ Datapaq に
送り返します。

2  フレキシブルホースの一端を耐
熱ケースのフィラーパイプに、も

う一端を漏斗に接続します（K）。デ
ータシート又は
見積書で指定さ
れた通り適宜に
注水します。

いっぱいになる
と、余分な水は
フィラーパイプ
の上方の通気孔
から逃げ出しま
す（L）。水が耐
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熱材に漏れ戻したらそれを永久に損傷する可能性があるので注水しすぎないでく
ださい。

警告 
注水時に耐熱ケースを水平に保ちます。耐熱ケースが垂直な

時に注水してはいけません。

耐熱ケースのチューブへの取付

1  必要なら、耐熱ケースの周りに耐熱
繊維ブランケット（M）を詰め込み

耐熱ケースを安定させてからチューブに
押し込みます。

2  耐熱ケースをチューブと一緒に回転
するには、チューブの端の近くにドリ

ルされた穴と耐熱ケースの端における 2 
つの固定穴を通じて太いワイヤ（N）でそ
れらを固定します。場合によって、ボルト
で耐熱ケースとチューブを一緒に固定で
きます。

耐熱ケースの回収

温度プロファイル実行終了直後に耐熱ケース固定用ワイヤを切って取り外します。
フック（O）を差込みチューブ
から耐熱ケースを引き出して
から耐熱ケースからロガーを
取り出します。
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